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要旨
本報告は, 日本福祉大学子ども発達学部の科目 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ における ｢弾き歌い｣ の指導に関するものである. 伴
奏をしながら歌う ｢弾き歌い｣ は, 特にピアノや吹奏楽などの音楽経験のない学生にとって容易ではないため, さまざまな
試みがなされている.
筆者らは ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (および関連科目 ｢音楽専門研究Ⅰ｣) において, ①指番号を明記した楽譜が効率的なピアノ
伴奏の習得につながる, ②楽譜の要素別 (拍子, リズム, 演奏記号) の理解が楽譜の効率的な理解につながるとする二つの
基本方針にもとづいた実践を行ってきた. 本報告はその取り組みの一つである, 2017 年度前期の ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井





本報告は, 本学部の科目 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ における











はない. 多くの学生は ｢音楽専門研究Ⅰ｣ の 15 回で,




多い. たとえば平井李枝 (2016) は, 自身が勤務する宇
都宮大学の教員養成のための弾き歌い指導に必要な 14
項目 ｢鍵盤の確認｣ ｢指の動かし方｣ ｢指番号と運指｣
｢爪の長さ｣ ｢椅子の座り方と姿勢｣ ｢ピアノ用高低自在
椅子の使用方法｣ ｢グランドピアノの大屋根 (蓋) の開
け方｣ ｢メトロノームの使い方｣ ｢ペダルの使い方｣ ｢ペ
ダルの踏み方｣ ｢ピアノ演奏に適した靴｣ ｢指導に関する







の作成に取り組むものや (田中 2016), デジタルピアノ
のMIDI 出力情報から得た特徴量をグラフとして可視





開発 (仲田 2012) など, バラエティに富んでいる.






た. 本報告はその取り組みの一つである, 2017 年度前












たが, 1 名は欠席が続き棄権となったため, 本報告では




A子, B子, C子, D男はピアノを習った経験がある
が, C子は幼少時の短期間でありピアノの技術はあまり
身に付かなかったという. ある程度ピアノを弾くことが


























領域や ｢音楽づくり｣ 領域の活動も行うこと, 授業内で
振り返りができるように最終回に発表を行わないことに
留意した.
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表 1：2017 年度前期 ｢音楽専門研究Ⅱ｣ (松井クラス) 受講学生の音楽経験
音楽経験
Ａ子












































































あり, 両手の親指を 1番, 人差し指を 2番, 中指を 3番,











2017 年度松井クラスではピアノ経験のない E 子が指
番号を習得していなかった. そこで, 早い段階で指番号
の学習に特化した取り組みを行った.
2-2. 教材 ｢喜びの歌｣ (ベートーベン) による実践
以下の教材は, 松井が E 子のために作成したもので
ある.
この教材は, 左手の 1 音以外は右手だけで L. v. ベー
トーベン作曲の ｢喜びの歌｣ を演奏できるようになって
いる2). 本教材では, それぞれ 1番でド, 2 番でレ, 3 番








の 2年生時後期に開講されている ｢音楽科指導法｣ の教
科書として指定している 『初等音楽科教育法―ハートフ
ルメッセージ』 に掲載されている ｢かたつむり｣ の楽譜
もそのように指番号が指定されている3). しかし, 特に
初学者の学生にとっては, 1 曲のなかで違う音 (たとえ






がない. さらに, 誰もが耳にしたことがあり, 達成感を
得られやすいと考えらえる.




の最初の音は 1番だったが, 【資料 1-2】では 3番になっ
ている. このような手の移動を ｢ポジション移動｣ と呼
ぶこともあるが, 学生たちが場合に応じてポジション移
動が必要になることにも気づくこともできる.
実際には E 子は【資料 1-1】および【資料 1-2】の授
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【資料 1-1：喜びの歌 (ベートーベン) 1】
業以降に欠席が続き, 【資料 1-1】および【資料 1-2】
だけでは指番号を習得できなかった. しかし E 子以外
の 4 名は【資料 1-1】の楽譜を見て右手の 5 本の指で弾
けることに興味をもち, 積極的に取り組んでいた.
また, 【資料 1-2】の学習を機に, C子の練習が変わっ




























楽譜 (五線譜) は, 初学者にとっては非常に複雑なメ
ディアであると言える. 音の高低 (例：ド, レ, ミ),
音の長さ (例：4 分音符, 8 分音符) に加え, その楽曲
の拍子 (例：4 分の 4 拍子, 4 分の 3 拍子) や速度, さ
らには強弱記号 (例：フォルテ, ピアノ), 演奏上のテ
クニックを示す記号 (例：スタッカート, スラー) など
を同時に理解し, 表現しなければならない. また, これ
らの要素は学習指導要領の ｢共通事項｣ として, ｢音楽
における働きと関わらせて理解し, 活用できるよう取り
扱うこと｣ と明記されているものでもある4).
だが, ピアノの経験者であっても, ｢なんとなく｣ 演










まず ｢拍子｣ についての実践について述べる. 【資料
2-1】は, 均等な拍の連続であっても (資料上では ｢・｣
と表記), どこで区切るかによって ｢拍子｣ が生まれる
ことを意識させるものである. 例にある ｢2 拍子｣ ｢3 拍
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【資料 1-2：喜びの歌 (ベートーベン) 2】
子｣ ｢4 拍子｣ は一般的な楽曲でもよく使われる拍子で
あるが, 共通教材にもこの 3種類の拍子が多い.
【資料 2】では, まず学生たちが ｢2 拍子｣ ｢3 拍子｣
｢4 拍子｣ にそれぞれ数字を書き入れ, その後, 実際の
曲を手拍子で拍子を取りながら歌うという活動を行った.
曲はそれぞれ共通教材から, ｢かたつむり｣ (第 1 学年)
｢ふるさと｣ (第 6学年) ｢春の小川｣ (第 3学年) である.
この活動は, ｢拍子｣ を理解し体感することが目的で
あるが, 弾き歌いの実技にも効果的である. 先に B 子
と D 男の言葉を引用したように, ピアノ経験のある学





















ときに ｢おーっ！｣ と声をあげた. 2 拍子はマーチなど
の楽曲により運動会の行進などで体感する機会もある.
また, 学生たちが日常生活で好んできくポピュラー音楽










【資料 3-1】は, 共通教材 ｢うみ｣ (第 1 学年) の歌
唱の旋律のリズム部分 (1段め) と, 8 分音符 (2段め),






る. 8 分音符の段 (2 段め) は, ｢うみ｣ の拍子である 4




ができた. ｢うみ｣ ではフレーズのさいごに 2 分音符と
4分休符で構成された小節があるが (【資料 3-1】では小
節番号 4), リズム打ちによって学生たちが 2 分音符の









特に E 子のリズム打ちに上達が見られた. はじめは
タイミングがそろっていなかったが, 松井が良い例と悪
い例を実演してみせると, 他の学生とあわせることがで
きるようになった. 授業前の E 子は, 音符に対しては
高低 (例：ド, レ, ミ) を先に意識しているようだった
が, このような活動により長さ (リズム) にも意識が向
くようになっていった.




この活動は, 2 人が向き合って, 楽譜の 1段めと 2段
めの活動をする. リズム通りに 2人が手を合わせ (1 段
め), 補足リズムの部分 (2 段め) を自分で手拍子を行
う. この 2段めの, 本来の ｢ふじ山｣ にはないリズムを
補足リズムとして挿入することで, ｢ふじ山｣ 本来のリ
ズムをそろえることがねらいである.
【資料 3-2】を目にすると, A子が ｢難しそう｣ と声
をあげた. 音符や休符の数が多く見えたらしい. しかし,
足や手を使ってリズム打ちをするうちに, 学生たちから
は ｢達成感が増す｣ という感想が聞こえてきた. さらに,
A 子と B 子が ｢実際に演奏するときに補足していると
ころの音符 (筆者注：補足リズムのこと) を感じれば正
しい長さで弾けるね｣ と話していた. 特に, 3 拍分の長
さがある付点 2分音符を正確に保つことができるように
なった.
また, 【資料 3-3】【資料 3-4】はそれぞれ, 共通教
材 ｢ふじ山｣ (第 3 学年), ｢もみじ｣ (第 4 学年) のリズ
ム部分を抜き出したものである.
授業では曲目は伏せ, 学生たちにクイズ形式で考えて
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【資料 3-1：うみ】 【資料 3-2】
もらう活動を行なった. この活動は【表 2】からもわか
るように 14 回目の授業であり, 学生たちはすでに両曲




【資料 3-3】の活動中, A 子, B 子, C 子が ｢歌いな
がらリズム打ちをするとブレスがそろって次がピタッと
合う｣ と話していた. これもまた, 補足リズムの効果で
ある. 先にも述べたように, ｢ふじ山｣ には付点 2 分音
符があるが, その長さの認識が個々で異なると次の出だ
しがばらばらになってしまう. そこに補足リズムを入れ
ることで, 長さが統一されるのである. 学生たちが, 補
足リズムが歌唱に有効であることに気づいた瞬間であっ
た.
また, 【資料 3-4】では, A 子, B 子, C 子, D 男が
｢歌詞で歌ったりピアノを弾いたりすると気づかないけ
ど, (共通教材は) リズムだけ見たら似たようなリズム
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【資料 3-3】 【資料 3-4】
｢春がきた｣ と ｢もみじ｣ はそれぞれ第 2学年と第 3
学年の共通教材である. これらの楽譜は先述の教科書
『初等音楽科教育法―ハートフルメッセージ』 の ｢春が
きた｣ と ｢もみじ｣ の伴奏譜からスラー部分を削除した
ものである (｢春がきた｣ は右手のスラー､ ｢もみじ｣ は
両手のスラー部分を削除)5). あらかじめスラーが記載さ
れている楽譜の場合, スラーを所与のものとして見てし
まい, 伴奏に反映されないことが多い. そこで, ｢もみ
じ｣ は学生自らがスラーを書き入れることで, スラーを





｢もみじ｣ の左手の伴奏は, 音の幅が大きい. たとえば 1
小節めから 2小節めのスラー部分の音は ｢ファドミド,
















述べたように【資料 1-1】および【資料 1-2】は, 指番
号が習得できていなかった E 子のために作成したもの
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【資料 4-1：春がきた】 【資料 4-2：もみじ】





てであったが, 【資料 1-1】および【資料 1-2】が指番
号を意識するきっかけになったと考えられる.









【資料 2】を用いた ｢拍子｣ を意識させる活動では, 学
生たちが 3拍子に新鮮な反応を示したことはすでに述べ
た. 3 拍子を意識するだけではなく, この実践以降, 別





















































｢難しそう｣ と声をあげた. 繰り返すが, 筆者らの基本
方針は ｢楽譜の要素別 (拍子, リズム, 演奏記号) の理
解が楽譜の効率的な理解につながる｣ である. 要素を取
りだした教材の作成は, 言い換えれば楽譜の単純化でも
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改良のねらいは, 【資料 3-2】では 1 段めと 3 段めに
配置していたリズムの抜き出しと旋律を, 【資料 5】で
は 1段めと 2段めに配置し, リズムと旋律の関係をわか









ある. たとえば, 学習指導要領の ｢内容｣ (第 1 学年・
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【資料 5： ｢ふじ山｣ 改良版】
注
１) 松井は 2010 年～, 西島は 2012 年～から担当.
２) ｢喜びの歌｣ はベートーベンの交響曲第 9 番の第 4 楽章で
歌われ, 演奏される第一主題のことである.
３) 有本真紀・阪井恵, 2009, 『初等音楽科教育法―ハートフ
ルメッセージ』 明星大学出版部, p 196
４) 文部科学省ホームページ ｢小学校学習指導要領｣, http://
www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_d
etail/__icsFiles/afieldfile/2017/05/12/1384661_4_2.pdf ,
2017 年 7 月 25 日アクセス.
５) 『初等音楽科教育法―ハートフルメッセージ』 (有本真紀・







関する考察 : 学生の実態調査を踏まえて｣ 『京都女子大学発
達教育学部紀要』 10, pp. 11-19
坂本暁美, 2013, ｢協同学習を取り入れたピアノ実技指導の学
習効果｣ 『四天王寺大学紀要』 56, pp. 153-164
田中功一・小倉隆一郎・鈴木泰山・辻靖彦, 2015, ｢保育者養
成課程のピアノ初心者を対象とした演奏見える化ツールの活






ソッドの開発 (1)｣ 『岐阜大学教育学部研究報告 人文科学』
20 (2), pp. 73-84
平井李枝, 2016, ｢教員養成課程学生に対するピアノ ｢弾き歌
い｣ 指導法の研究｣ 『宇都宮大学教育学部教育実践紀要』 2,
pp. 91-98
日本福祉大学子ども発達学論集 第 10 号 2018 年 1 月
― 152 ―
